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 追い風を業績に結びつけたのは、社員一丸となった成果であり、感謝しているが、営業費

用が上がっており、通期の予想でも利益は最高に至っていない。 

 賃金改善を実施するかも決まっていない。 

 トヨタは昨年の回答額よりも低い要求が出されており、ベアに対する様相は大きく変わっ

ている。世の中の情勢を無視することは出来ない。 

 仮に賃金改善を行うのであれば、職責に応じた処遇、納得感、公平感、わかりやすさから、

この 2 年間の算出方法である「所定昇給額を算出基礎」にすることが妥当だと考えている。 

 ベアは、物価上昇、生活向上を考慮して行われるものだが、やり方は様々あることは事実。

新人事賃金制度で、所定昇給額を算出基礎とすることは主旨から外れない。 

 評価は日常業務、意欲を総合的に勘案して決めている。ひずみを生んでいる認識はない。 

 正社員に相応しい人を登用する制度をつくっている。 
 採用なので全員というのは難しい。 
 グループ全体で人材を確保しなければはならない。 

 昇給係数は４以内であり、3 でも 2 でも良い。 
 ベアと平行して考えがまとまった段階で示す。 

 退職給付債務は人件費として長期にわたり負担するものであり、 
退職金が急上昇しないように設けた制度。 

 退職金支給水準は、世の中と遜色ない。 

 エルダー社員制度で 65 歳までの雇用は整っている。定年時期を変更しても、どこ
かの時点で世代交代はくる。定年延長だけが対策ではない。 

 グループ会社出向が原則だが、本体に一定の方は雇用している。 

 グループ会社の労働条件に問題がないとは思っていない。 
しかし、各社が自主的に判断すべきこと。 


